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Ａ．研究目的 
（１）４県における性感染症全数調査を実施し、継
続梅毒抑制に向けて政策提言を行う。（２）性感染症
原因菌の薬剤耐性動向を調査した。また、発生動向
調査についても情報をまとめた。薬剤耐性関連では、
国内外で問題となっている耐性菌について情報を収
集し、現状を把握することを目的とした。アジスロ
マイシン耐性梅毒トレポネーマの国内動向、セフト
リアキソン耐性淋菌の国内外の動向およびマイコプ
ラズマのフルオロキノロン耐性について調査した。
発生動向に関しては梅毒の新規調査項目についての
データのまとめを行った。（３）母子感染（経胎盤感
染）による先天梅毒の発症回避のために梅毒合併妊
婦への治療法として経口ペニシリン剤の有効性を検
討することである。日本では、梅毒合併妊婦に対す
る治療においてペニシリン G（PCG）筋注が使用で
きない。海外での標準治療である PCG 筋注ができな
い日本国内では、代替治療としてアモキシシリン
（AMPC）、アンピシリン（ABPC）等の経口ペニシ
リン剤を使用することが日本性感染症学会治療ガイ
ドライン、日本産科婦人科学会の診療ガイドライン
（外来編）に記載されている。しかし、経口ペニシ
リン剤の梅毒母子感染予防効果のエビデンスは存在
しない。また、ペニシリン薬（ベンザチンペニシリ
ン G）が世界的に安定供給されていないことを念頭
に置いて世界保健機関（WHO）も関心が高く、本研
究では、研究デザインから WHO との共同研究とし
て実施する体制で行うこととなった。すなわち、本
研究班、日本産科婦人科学会、WHO の３者の共同
研究として全国実態調査を実施することとした。
（４）医療者および国民への適切な啓発と中高生生
徒への教育により、性感染症の発生抑制を図る。
（５）性感染症において口腔咽頭病変は重要である
が無症状者を含む日本人において咽頭・喉頭におけ
る HPV 保有状況に関する検討は十分ではないため
術中検体を用いて HPV の有無、型別を明らかにす
ることを目的とした。（６）平成 30 年度から令和 1

年度の 2 年間に東京女子医科大学東医療センター耳
鼻咽喉科にて性感染症を疑った受診者、または患者
自ら口腔・咽頭の性感染症検査を希望した受診者の
詳細を検討し、これらの症例から示唆される耳鼻咽
喉科医を含めた一般臨床医における性感染症診療の
現状と問題点、今後の課題について考察する。（７）
淋菌臨床分離株を広く収集し、淋菌臨床分離株の薬
剤感受性測定することを目的とした。さらに薬剤耐
性化が著しい尿道炎・子宮頸管炎原因菌である
Mycoplasma genitalium に関する研究の準備を行
う。 
Ｂ．研究方法 
性感染症（sexually transmitted infections、以下
STI）のセンチネルサーベイランスの調査票は感染
者の性別・年齢・感染疾患（梅毒・淋菌感染症・性
器クラミジア感染症・非淋菌非クラミジア感染症・
性器ヘルペス・尖圭コンジローマ），受診日，住所地
を調査項目とした。千葉県・岐阜県・兵庫県・徳島
県の 4 県産婦人科・泌尿器科・皮膚科・性病科（本
年は徳島県の全泌尿器科も調査対象とした）を標榜
する医療機関に症状があって受診した以下の感染症
全数調査を行い（梅毒，淋菌感染症，性器クラミジ
ア感染症，非淋菌非クラミジア感染症，性器ヘルペ
ス，尖圭コンジローム），あらかじめ送付した調査票
（別紙）に診療・診断した医師に記入をお願いした。
調査期間は各県医師会の協力を得て、令和元年 10
月 1 日から 31 日の期間に実施した。 
「梅毒診療ガイド」は、日本性感染症学会梅毒委員
会梅毒診療ガイド作成小委員会（委員長：荒川創一）
と本研究班（研究代表者：三鴨廣繁）との共編とし
て、これら構成員間の徹底した論議を経てドラフト
版を作成し、2018 年 5 月に日本性感染症学会ホーム
ページに掲載してパブリックコメントを募集し、そ
の上で 2018 年 6 月 15 日付け発刊され、そのバナー
が日本性感染症学会および日本化学療法学会の HP
トップページに置かれており、何らの制約なくアク
セスできるようになっている。また、「ストップ！梅
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毒」の国民への呼びかけ・予防啓発は、本研究班の
趣旨を具現化するものとして、日本性感染症学会・
日本感染症学会・日本化学療法学会・日本環境感染
学会・日本臨床微生物学会の 5 学会からの声明とし
て、2018 年 4 月 28 日から順次、それぞれの学会
HP トップページに、そのバナーが置かれたもので
ある。 
先天梅毒調査に関しては、日本大学医学部、日本産
科婦人科学会、WHO の３者のすべての倫理委員会
の承認のもと、郵送によるアンケート調査を実施し
た。対象は、2016 年に実施された全国の産婦人科研
修プログラムの基幹施設へのアンケートにおいて、
梅毒合併妊婦の報告のあった 88 施設の専門医機構
の基幹施設とした。調査期間として、2018 年 10 月
～ 2018 年 12 月にアンケート郵送し、2018 年 12
月を締め切りとした。 
2017 年 6 月から 2018 年 3 月の間、東京にあるレデ
ィースクリニック（1 つの医療法人社団に属する 5
つのクリニック）を受診し、梅毒抗体検査を受けた
20 歳以上の女性を対象に、無記名の自己記入式質問
紙を用いた前向きの症例対照研究を実施した。症例
は、臨床所見ならびに抗体検査により活動性の梅毒
と診断された者（感染症法に基づく梅毒届出基準に
合致）とした。対照は、臨床所見ならびに抗体検査
により梅毒未罹患ないし、梅毒既往歴を有するもの
の治癒後と判断された者と定義した。なお、本研究
では最近の梅毒感染リスクを評価することを目的と
しているため、症例として晩期顕症梅毒は除外し、
対象者は調査日より過去 6 ヶ月以内に異性間での性
行為を有していることを条件とした。 
2018 年に梅毒トレポネーマ特異的 PCR 検査を実施
し、陽性結果を得た検体について 23S リボゾーム遺
伝子の部分配列を決定しアジスロマイシン耐性を判
定した。 
性感染症予防の国民への啓発に関しては、高校生以
上に向けた自学自習のための性感染症予防学習ツー
ルについて検討、試作した。一般成人が若年者から
相談や質問を受けた時に返せる Q＆A 集をスライド
化して、日本性感染症学会等のウェブサイトで紹介
し、ホームページ上から、啓発スライドをスマート
フォン版でも検索、閲覧できるよう、性感染症予防
啓発の効果的なアプローチ方法を探ることとした。 
小学生・中学生への啓発に関しては、小学生と中学
生に対する性教育教材を持ち寄り文部科学省の指導
要領と対比して、内容や言葉の表現を見直し、性感
染症予防教育の視点を追加して加筆修正した。分析
は、6 回の研究会を開催して一つ一つの教材を確認
し、養護教諭が学校教育者の視点から学習指導要領
に基づいて文言をチェックした。 
口腔・咽頭の性感染症に関しては、2019 年 4 月 1
日から 2020 年 3 月 31 日の間に東京女子医科大学東
医療センター耳鼻咽喉科で口腔咽頭の性感染症検査
を実施した受診者を対象とし、受診の目的および主

訴、現病歴、前医の有無、臨床経過、当科初診時の
咽頭所見について後ろ向きに検討した。さらに、口
腔・咽頭の組織内 HPV 感染状況に関する調査を立
案し、倫理審査を受けている。 
薬剤耐性淋菌については、既存の淋菌薬剤感受性サ
ーベイランスの規模を全国的に拡大した。協力医療
機関を受診した尿道炎患者のうち淋菌性尿道炎を疑
う患者を対象として、尿道分泌物をシードスワブ 2
号にて採取し、岐阜大学に送付した。岐阜大学では
シードスワブの尿道分泌物を modified-Thyer 
Martin 培地に接種し 36℃、5％ CO2 にて培養を行
った。得られた菌株はゴノチェック、MALDI 
TOF-MS や in house PCR 等にて淋菌であることを
確認した後、冷凍保存用培地に懸濁し-80℃にて保存
した。薬剤感受性試験は CLSI M7Eｄ10 に準じ施
行した。測定薬剤は PCG、CFIX、CTRX、TC、AZM、
SPCM、LVFX の 7 薬剤とした。ブレイクポイント
は CLSI M100Ed28 を用いた。 
薬剤耐性マイコプラズマに関しては、2018 年 4 月よ
り PuMED により検索子”Mycoplasm”あるいは”
Ureaplasma”を利用して一次スクリーニングし、タ
イトルおよび要約から耐性状況についての結果報告
があるものを選択し、内容を集約した。 
 
（倫理面への配慮） 
研究内容に応じて研究分担者各施設で倫理審査を受
けた。 
 
Ｃ．研究結果 
 （１）性器クラミジア感染症の発生動向調査：
Chlamydia trachomatis は男性の尿道炎や女性の子
宮頚管炎をおこす主な病原体の一つである。感染症
発生動向調査では、地方自治体が定めた国内約 1000
の性感染症定点医療機関が報告しており、定点医療
機関数は 2000 年以降微増している（2000 年 887、
2018 年 984）。地方自治体が定めた性感染症定点医
療機関が「症状や所見から性器クラミジア感染症が
疑われ、定められた検査方法により診断した」場合
に、同医療機関から性器クラミジア感染症として毎
月報告される。定められた検査方法には、尿道や性
器から採取した検体でのC. trachomatisの検出又は
C. trachomatis の抗原か遺伝子の検出、又は血清で
の抗体検出が含まれる。感染症発生動向調査におけ
る性器クラミジア感染症の定点当たり報告数は、男
女ともに 2002 年をピークに減少傾向にあったが、
2016 年から増加していた。5 歳毎の年齢階級別定点
当たり報告数は、男性では 2018 年は 20 代後半が多
かった。また、2009 年以降、各年齢階級で概ね横ば
いであったが、2016 年から 20 代前半の、2018 年か
ら 20 代後半の若年者で増加してきていた。一方、10
代後半では 2014 年から減少していた。女性の年齢
階級別定点当たり報告数は、20 代前半が最も多い状
況が続いていた。2009 年以降、各年齢階級で概ね横
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ばいであったが、2016 年から 20 代で、2017 年から
30 代前半で増加してきていた。一方、10 代後半で
は 2014 年から減少していた。感染症発生動向調査
と 4 県全数調査における梅毒報告数の比較：2017 年
10 月の千葉県、岐阜県、兵庫県、徳島県の NESID
に対する梅毒報告数は、それぞれから 12 医療機関
13 例、5 医療機関 6 例、18 医療機関 20 例、0 医療
機関 0 例であった。2017 年 10 月に実施した４県の
全数調査の梅毒症例について精査したところ、20 医
療機関 40 例、16 医療機関 28例、35 医療機関 38例、
3 医療機関 3 例の報告されていた。同時期に NESID
における報告に比較して、報告数で 1.9 ~ 4.7 倍、報
告医療機関数で 1.7 ~ 3.2 倍４県の全数調査の方が
多かった。両者から報告された同一症例は千葉県で
6 例、岐阜県で２例、兵庫県で 5 例、徳島県で 0 例
であり、多くの報告は、４県全数調査でのみ報告（千
葉県 34 例、岐阜県 26 例、兵庫県 33 例、徳島県 3
例）されていた。一方で、NESID でのみで報告され
た症例も比較的少数存在した（千葉県 7 例、岐阜県
4 例、兵庫県 15 例、徳島県 0 例）。これらの結果か
ら、千葉県、岐阜県、兵庫県の 2017 年 10 月の梅毒
症例数は 81 例、67 例、136 例と推定された。徳島
県については、NESID 報告数が 0 であったため、推
定不能であった。推定値からは、NESID の感度は千
葉県、岐阜県、兵庫県において 16%,9%,14%であり、
全権調査の感度は 49%, 41%, 27%であった。これら
の結果から、梅毒流行を抑制するために政策提言を
行った。性行動における留意点を中高生時期に教
育・伝達する（医療者の出前授業の普及）。心配な性
交渉があったら、３か月後に保健所で匿名・無料の
抗体検査が受けられることの周知。医療者に対する
正しい診断・治療の啓発（日本性感染症学会 性感染
症診断・治療ガイドライン（2020 夏発刊予定）とも
協調）。（２）アジスロマイシン耐性梅毒トレポネー
マ：解析した 21 株の T. pallidum のうちアジスロマ
イシン耐性株はXX株であった。ゲノム解析からは、
アジスロマイシン耐性株の全ては単一系統であるこ
とが示された。これらのアジスロマイシン耐性株は
中国のT. pallidumと同様にSS14-cladeの subclade 
1B と分類された。もっとも近縁は subclade 1A （米
国の T. pallidum の一部）であった。共通祖先解析
からは、東アジア（日本・中国）サブクラスターの
共通祖先は 2002 年頃と推定され、単一系統である
ことが確認された。日本で伝播したアジスロマイシ
ン耐性 T. pallidum は 2005 ~ 2012 頃に国内に単回
導入されたと推定された。その後、男性同性間 (2011
年頃以降）、異性間（2012 年頃以降）で拡散が始ま
ったと推定された。セフトリアキソン耐性淋菌：
2015 年に大阪で分離されたセフトリアキソン耐性
淋菌株 FC428 は耐性型の penA 遺伝子 (penA- 
60.001 を保有する。penA-60.001 を保有するセフト
リアキソン耐性淋菌株は国内でも複数株が分離され
ている。近年、わが国以外でも分離報告がある。2020

年 3 月現在で、日本で 8 株、日本以外で 20 株分離
されていることが判明した。分離年別では、国内で
は 2015 年 3 株、2016 年１株、2017 年４株、2018
年及び 2019 年は０株であった。国外では 2015 年 0
株、2016 年 2 株、2017 年 10 株、2018 年 7 株、2019
年は 1 株であった。マイコプラズマおよびウレアプ
ラズマ：Pubmed により”Mycoplasma genitalium”
あるいは“Ureaplasma”を利用して一次スクリーニ
ングし、それぞれ 110 及び 95 の論文を検討した。
この中で、マクロライド及びフルオロキノロンに対
する耐性株分離率が報告されている報告が計 10 報
存在した。マクロライド/フルオロキノロン耐性 M. 
genitaliumの耐性率を報告した 8報の情報をまとめ
ると、米国、欧州、豪州、中国でのマクロライド耐
性率がいずれも 60%超の現状であり、特に 中国で
は 96.6%で、南アフリカでの 0%との大きな差異が示
された。また、フルオロキノロン耐性率は南アフリ
カ以外での報告のある地域ではいずれも約15%、（南
アフリカは 0.4%）であることと、検討されたケース
ではフルオロキノロン耐性株の殆どが同時にマクロ
ライド耐性も持つことも示された。また、MSM 由来
株でのマクロライド耐性率が heterosexual 由来株
に比して有為に高い（報告により 2 ~ 5 倍）ことも
示された。（３）梅毒合併妊婦の背景と治療時期につ
いて44施設からの131例の梅毒合併妊婦の症例のア
ンケートを集積した（産後に治療開始となった症例
が 14例であり、これらは除外）。組入基準を満たし
た妊婦が 80 例であり、この 80例を研究対象とした
Tころ、80例の母体年齢は、21 - 27 歳であり、日
本の一般的な妊娠年齢からは明らかに若年であった。
早期梅毒が 39％、後期梅毒が 61％であり、母子感染
成立例は全例後期梅毒の妊婦であった。AMPC もしく
は ABPC の内服期間は、中央値で 60日であった。80
例のうち、母子感染例は 15 例（21%）（生産・先天梅
毒 13例、死産 1例、流産 1例）であった。出産 60
日以前から十分な梅毒に対する治療を施行された母
体 57例については、母子感染率は 14％であった。
母子感染が成立した母体は、すべて後期梅毒であっ
た。アモキシシリンとアンピシリンの母子感染率の
比較では、AMPC が 11％、ABPC が 27％で有意ではな
いもの ABPC では母子感染が起こりやすい傾向があ
った（p=0.11）。治療開始週数は、母子感染例では
18 週（13 - 34 週）、非感染例では 16 週（13 - 25
週）であり、有意差はなかった。出産週数も、母子
感染例で 38.6 週（35.6 - 40.9）、非感染例で 39.1
週（37.9 - 40.3）であり有意差はなかった。治療か
ら出産までの週数は、母子感染例で 15.7 週（0.4 - 
25.9）、非感染例で 23 週（16.7 - 27.2）であり、母
子感染は治療期間が短いまま出産に至った例で有意
に多かった。その他、診断時の RPR 値や診断週数な
どは、有意な差はなかった。15 例の母子感染例のう
ち、8例は妊娠 20週以前、7例は 20 週以降に診断が
ついていた妊婦であったことからも、週数は母子感
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染の有無とは関連がないことが窺える。また、日本
人以外の母体で、母子感染例が有意に多かった。後
期梅毒の妊婦が多いことと関連すると推察される。
（４）2019 年度に作成した小中学生用の性感染症啓
発資材は、今までの自分たちの使用してきたものを
土台にしており、本研究班の目で見直し、加筆・修
正した。「STI予防教育の標準化と自治体を通じた医
療、教育への情報提供」のための教材としての適切
性を再度学習指導要領と照らして文言の確認をした。
また、性感染症の視点について指導案に追記し、使
用する教員がそれを意識できるように工夫した。文
部科学省の学習指導要領に合わせて 2020 年度から
テキストも全面改訂となる予定である、養護教諭や
小中学校教諭が実際に活用できる「新しい学習指導
要領に則った性感染症予防教育教材」の作成を目指
した。最終的には、小学生版 2本、中学生版 5本を
CD に編集して配布できるようにした。大学生に実施
したアンケートから得られた意見は以下の通りであ
った。＜性行動や意識について＞性感染症の予防と
してとらえているのは、①コンドーム使用、②性感
染症の検査を受ける②早期治療の順に多く80％以上
を占め、男女とも同じ傾向であったが、回答割合は
女性の方が高かった。大学生の交際としてふさわし
いものは、デート、会話、電話、手を握る、キス、
抱き合う、の順でこれらが男女とも 50％以上を占め
ていた。性感染症は自分に関係あるかどうかについ
て、「関係ある」は男性 61％、女性 75％「いつか関
係ある」は男性 16％、女性 20％「関係ない」は男性
7％、女性 1％が回答した。 
＜予防啓発について＞若者へ情報を拡散するための
方法として SNS の活用（Twitter・Facebook・インス
タ・ブログで配信・ユーチューバ―など）、著名人に
拡散してもらう、SNS で URL などリンクに貼ってほ
しい・インターネットで講座配信・Web でホームペ
ージを作って動画（10分位）や資料配布・QRコード
（スマホから読み取れるもの）・漫画にして絵をもう
少しカワイク・もっと単純な内容で・スライドを印
刷、冊子ポスターにして配る、学校の授業でしつこ
く・何回も・教科書に加えて・自分たちが同世代や
後輩へ伝える・自分たちから発信する！が有効と考
えられた。若者の性感染症予防のための行動変容に
は、意識：若者の意識改革・物事の理解・責任感を
持つ・相手を思いやる事・パートナー同士での予防・
受診することを恥ずかしいと思わない（身を守るこ
とに必要）、ツール ：コンドームの携行・検査を受
けられる体制・病気や何科を受診等の情報（ネッ
ト）・YouTube での配信・インパクトのある啓発、教
育：義務教育での授業・大人が知識を正しく教える・
セックスについて・性感染症のリスク・経験者の体
験談など、があげられた。（５）喉頭・咽頭における
HPV 感染率の検討は、34 例、57 検体に実施した。
性別は 16 例、女性 18 例であった。年齢は平均 128.4
±150.8（中央値 73.5）（17-768）歳、検体はアデノ

イド 25 検体、扁桃 31 検体、中咽頭 1 検体であった。
結果はハイリスク 0 検体、ローリスク 0 検体であっ
た。成人 3例のアンケート調査は成人 3例（男性 1
例、女性 2例）に実施し、子宮頸がんワクチン接種
歴 2/3 例、うち接種回数 3回 2/2 例、性交渉歴あり
3/3 例、オーラルセックス歴あり 2/3 例・未回答 1/3
例、尖圭コンジローマの既往あり 0/3 例、（女性に対
して）子宮頸がん検診で異常を指摘された既往あり
0/2 例、出産経験あり 0/2 例であった。（６）2018
年 4 月から 2019 年 3 月までに、東京女子医科大
学東医療センター耳鼻咽喉科にて性感染症を疑っ
て、または患者自らが希望して口腔咽頭の性感染
症検査を実施したのは 18 人であった。問診、口
腔・咽喉頭の視診および内視鏡検査による観察の
後に、咽頭の淋菌・クラミジア核酸増幅法検査、
梅毒・HIV・HBV・HCV の血清抗体検査のうち、
問診と臨床経過から必要と判断されたものを行っ
た。対象者 18 人のうち、治療を要する性感染症と
診断されたのは、梅毒第 2 期の 2 例、咽頭淋菌感
染の 1 例の計 3 例であった。前医で口腔咽頭の性
感染症検査が行われていた 10 人のうち、咽頭淋菌
陽性であったのが 5 人（このうち 2 人は治療後の
治癒確認検査でも陽性のために、3 人は治療を受
けたがその内容に患者が不安を持ったために当科
を受診していた）、梅毒陽性であったのが 2 人(未
治療が 1 人、半年間 PC 投与後嗅覚障害が生じた
ために婦人科から紹介が 1 人)、前医にて STI 検査
がすべて陰性であったがそれでも咽頭の性感染症
に不安が払拭できないため紹介となったのが 3 人
であった。（７）全国の協力医療機関より送付され
た淋菌性尿道炎患者由来検体より最終的に 641 株
が淋菌と同定され保存された。PCG は全ての株が
非感受性であり empiric therapy はもちろんのこ
と definitive therapy としても使用できない。さ
らにペニシリナーゼ産生株がほとんど存在しない
ことよりβラクタマーゼ阻害剤配合薬も無効であ
る。TCは 2018年同様約 8割が非感受性株であり、
初期治療薬としては不適である。CPFX 非感受性
株は約 65％であり 2018 年と比べても減少した。
これらの結果は以前の報告と比べて明らかに減少
している。しかしながら減少傾向にあるもののこ
の耐性率であれば臨床的には初期治療薬としては
不適である。AZM は耐性菌が増加している。2018
年に MIC＞512mg/L を示す高度耐性菌も出現し
ていたが 2019 年では分離されなかった。しかし
ながら MIC 2mg/L 以上の耐性菌が増加してい
た。本薬剤はガイドラインで推奨されている薬剤
がアレルギー等で使用できないときに使用すべき
薬剤であるためこれ以上耐性化を進行させないた
めにも使用制限すべきであると考えられる。
SPCM耐性菌は分離されておらず引き続き初期治
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療薬として推奨可能である。CFIX 低感受性株は
約 15％であった。2018 年と比べやや増加してい
るが以前の報告と比較して低下している。 
 
Ｄ．考察 
全数調査データから性感染症に関して現在の定点届
出で良いのかを解析し提言等に結びつけていく必要
がある。増加しつづける梅毒に関する国民、医療関
係者への継続的な啓発活動が必要である。クラミジ
ア感染症が若年者で増加傾向にあることは少子化問
題なども考えると深刻な問題であり、国民への啓発
活動の強化を考えなければならない。HPV の口腔・
咽頭感染について実態調査を継続し、対応を考える
資料としていく必要が有る。薬剤耐性淋菌、薬剤耐
性マイコプラズマの問題に関しては継続的な調査が
必要である。 
 
Ｅ．結論 
梅毒の増加が止まらない現状では、各種性感染症に
対する実態把握ならびに対策の立案・啓発活動が必
須である。 
 
Ｆ．健康危険情報 
該当なし 
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